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抄　　録

　本研究では、就実大学心理教育相談室の学生研修員を対象に実施した行動支援技法のト

レーニング内容について検討をおこなった。応用行動分析学に基づいた技法について学生

研修員に対してトレーニングを実施した。技法の項目は、環境調整、プロンプト、シェイ

ピング、課題分析、連鎖、強化であった。トレーニング内容に関しては、学生研修員によ

る自己評価式の質問紙で評価した。基本的な行動支援技法の知識に関する評価は、トレー

ニング後に上昇傾向にあり、習得に関しては個人内差では上昇がみられた。各技法では、

課題分析とプロンプトの評価が高く、シェイピングと連鎖の評価は低かった。したがって、

今後の課題としては、シェイピングと連鎖に関してトレーニング内容を工夫することが挙

げられる。
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